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 速力計算 

 

１ 単位 

イ 距離の単位： 海里、マイル（M） 

ロ 速力の単位： ノット（Kn） 

（参考）速力１０ノットは、１時間で１０海里移動する速さをいう。 

ハ 時間の単位（角度の単位） 

    

    

      

 

 

 

 

 

 

２ 電卓による時の換算 

電卓を使用すると、時（Time）を、時（ｈ）、分（ｍ）、秒（ｓ）の単位から時（ｈ）

の単位に換算して表し、またはその逆を行って表すことが比較的簡単にできる。ここで

はカシオの電卓を使用して、その換算方法を例題をあげて説明する。 

 

例題１ １２時３５分４０秒は、何時間となるか。 

（キー操作） 

電卓に、１２時３５分４０秒の代わりに１２°３５′４０″を順に入力する｡そのと

き電卓の表示部に１２．５９４４４４°という数字が（°）単位で表示される。   

                        １２．５９４４４４時 ←答 

例題２ １２．５９４４４４時は、何時何分何秒となるか。 

（キー操作） 

電卓に、１２．５９４４４４時の代わりに１２．５９４４４４°を入力する。そし

て電卓のキーを SHIFT → °′″ の順に押す｡そのとき電卓の表示部に１２°-

３５′-４０″と表示される｡                           

                        １２時３５分４０秒 ←答 

 

３ 速力、時間及び距離の関係 

航走する船舶の速力、時間及び距離（航程）との間には、次式で示す関係がある。 

① 距離（航程）＝ 速力×航走時間 

時

（h）    ° 

 分 

（m）    ′ 

 秒 

（s）    ″ 

１ ６０ ３６００ 

１/６０ １ ６０ 

１/３６００ １/６０ １ 
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② 航走時間＝ 距離÷速力 

③ 速力＝ 距離÷航走時間 

ただし、上式における各要素の単位は、距離については海里、速力についてはノット、

時間については時とする。 

 

例題１ 速力 1５ノットの船が、２３時間４３分航走したときの距離（航程）を求めよ｡ 

（解）                                   ５N 

距離＝速力×時間＝１５×２３．７１６６６６６７≒３５５．８海里  

答 ３５５．８海里 

例題２ 速力 1８ノットの船が、５３海里航走するのに何時間何分かかるか｡    ５N 

（解） 

航走時間＝距離÷速力＝５３÷１８＝２．９４４４４４４４４≒２時間５６．７分 

答 ２時間５６．７分 

例題３ 海図に記載された２地点間（距離１０５海里）を８時間２４分で航走する船の平

均速力は、何ノットか｡                          ５N 

（解） 

平均速力＝距離÷時間＝１０５÷８．４＝１２．５ノット 

答 １２．５ノット 

 

〔練習問題〕 

１ A丸は、１６０海里離れた２地点間を１１時間３０分で航走した。A丸の平均速力を求

めよ。                                  ５N 

答 １３．９ノット 

２ B丸は、海図に記載された A地点を 1８３０に発し、２５２海里離れた B地点に翌日の

1０１５に到着した。B丸の平均速力は何ノットか。              ５N 

答 １６ノット 

３ C丸は、海図に記載された甲地点を１７４５に発し、１５３海里離れた乙地点に翌日の

０６３０に到着した。C丸の平均速力は何ノットか。              ５N 

答 １２ノット 


